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夏
の
日
差
し
と
梅

雨
の
天
気
が
交
互
に
訪
れ
る
中

国
内
外
か
ら
集
ま

た

人

の
鉄
人
が
市
内
を
力
走
し
た

　

こ
の
日

大
野
瀬
戸
は
高
め
の

波

コ

ス
を
見
失
い
や
す
く

大
鳥
居
を
背
に
ス
タ

ト
し
た
選

手
た
ち
の
最
初
の
試
練
と
な

た

　

対
岸
に
着
く
と

休
む
暇
な
く

バ
イ
ク
に
乗
り
換
え

ペ
ダ
ル
を

踏
み
込
む

ア

プ
ダ
ウ
ン
を
繰

り
返
す
廿
日
市
地
域
を
越
え

大

野
の
大
頭
神
社
か
ら
は
佐
伯
地
域

を
駆
け
抜
け
る
山
登
り
が
始
ま
る

　

吉
和
で
待
ち
受
け
る
の
は
最
後

の
ラ
ン

ア
ス
フ

ル
ト
か
ら
照

り
返
す
熱
を
強
く
感
じ
た
と
思
え

ば

時
折
体
中
を
強
い
雨
が
打
ち

付
け
た

　

そ
れ
で
も
自
身
の
ア
ス
リ

ト

魂
を
信
じ

過
酷
な
コ

ス
や
天

候
を
相
手
に
進
み
続
け
る
選
手
た

ち

至
る
所
で
掛
け
ら
れ
る
ボ
ラ

ン
テ

ア
や
観
客
か
ら
の
声
援
に

笑
顔
と

あ
り
が
と
う

と
い
う

言
葉
が
こ
ぼ
れ
る

　

選
手
の
熱
気
と
沿
道
の
温
か
さ

で
包
ま
れ
た
廿
日
市
市　

回
目

と
い
う
節
目
の
回
に
ふ
さ
わ
し
い

大
会
と
な

た

沿
道
で
待
つ
人
が
い
る

「スポンジでーす、コーラでーす！」笑顔で最後
の選手が通るまで叫び続ける。過酷なレースへ挑
む選手や大規模な大会運営を支える約 ， 人の
ボランティア。その姿は心動かすものがある。

写真周囲・大会にち
なみ「 」のポーズ
をしてくれたボラン
ティアの皆さん。　写
真 ・宮島西松原を
スタートする選手た
ち。　写真 ・それぞ
れ特徴があった沿道
の応援。佐伯の友田
地区では、錦鯉の養
殖が盛んであること
から、鯉のぼりを多
数集めて青空を泳が
せた。目に飛び込む
色とりどりの鯉のぼ
りが、選手の士気を
高めた。　写真 ・エ
イドステーションは
全 カ所。一瞬で通
り過ぎるバイクのエイ
ド。選手は必要なも
のを大声で伝え、感
謝の言葉も忘れない。

前へと進める 理由 がある―わけ

世界遺産のある宮島をスタートし、市内全地域 ．灼を縦断する高低差 杓という日本屈指の難コース。
ハワイのコナ・コハラ商工会議所と廿日市商工会議所の姉妹連携をきっかけに始まった今大会は、

回を重ねるごとに全国からの注目度もアップし、今年は記念すべき 回目を迎えた。
選手、ボランティア、観客を惹きつけてやまない大会の魅力をカメラが追った―。

第 回記念・嚴島神社世界遺産登録 周年記念
はつかいち縦断みやじま国際パワートライアスロン大会 （通称ウッドマン）

広報はつかいち平成 年 月号

テープの先に見える
景色に魅了される―

廿
日
市
市
の
自
然
が

癒
し
と
挑
戦
へ
の
勇
気
を

与
え
て
く
れ
る

渡ノ瀬ダムや山道を通るバイク。坂
道が続くコースながら、緑豊かな自
然は駆け抜ける選手の目にも鮮やか
に映る。節目の 回大会にリレー
のバイク担当で初参加した湯﨑英彦
県知事。沿道の声援を受け完走した。

写真 ・フィニッシュテープを家族や
リレーチームの仲間などと切る姿も多
く見られた。　写真 ・スタート前の
発声で緊張が和らぎ、笑顔を見せた選
手たち。　写真 ・市民で 位となっ
た選手に贈られる廿日市市賞は 年連
続で古志修一（こし・しゅういち）選
手（城内・ 歳）。副賞で市内のバラを
使った花束が贈られた。　写真 ・広
島県出身の福元哲郎（ふくもと・てつ
ろう）さん（ 歳）。フィニッシュ前
で走路からの声援に笑顔で応えていた。

広報はつかいち平成 年 月号


